
学科等 保健栄養 選択 履修年次 4

曜日・時限等 単位数 1

授業形態 演習 オフィスアワー
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成績評価の
方法・基準

対面時：実習報告書（50％）、健康教育プログラム（50％）
オンライン時：別途お知らせいたします。

教員からの
メッセージ

「臨地実習Ⅳ」の事前事後の学習です。臨地実習の心得を学び、臨時実習を実りあるものにするために各自でテーマを設け、
行政栄養士の活動の実際を学んでいきます。臨地実習が終了したら、事後学習としてまとめと報告発表の準備を行います。オ

         ンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知いたします。

教科書 適宜、資料を配布する。

参考図書 日本人の食事摂取基準（２０２５年版） 佐々木　敏　監修 第一出版

臨地実習事後の教育　２
到達目標：実習中の課題について報告書を作成する。
学習内容：報告書の作成方法について学習する。

臨地実習事後の教育　３
到達目標：臨地実習Ⅳの報告をする。
学習内容：実習後の報告会を行う。

実習事後の教育　４
到達目標：臨地実習Ⅳについて報告書をまとめる。
学習内容：臨地実習Ⅳのまとめを行う。

実習の事前教育　９
到達目標：臨地実習に応じた地域における健康問題について理解する。
学習内容：臨地実習に応じた地域における健康問題についてテーマを見つけ学習する。

実習直前の教育
到達目標：実習期間中のスケジュール、提出書類の作成、注意事項などを確認する。
学習内容：臨地実習にむけ事前準備を行う。

臨地実習事後の教育　１
到達目標：保健所あるいは保健センターでの管理栄養士の業務内容や体験した内容に
ついて報告書を作成する。
学習内容：報告書の作成方法について学習する。

到達目標：地域における健康教育の概要について理解する。
学習内容：健康教育プログラムの計画策定について学習する。

実習の事前教育　８
到達目標：臨地実習における地域の健康教育の概要、問題について理解する。
学習内容：臨地実習における地域の健康教育プログラムの実施について学習する。

臨地実習の事前教育　６
到達目標：地域における健康教育の概要について理解する。
学習内容：健康教育のための実態について学習する。授

業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

オリエンテーション
到達目標：臨地実習Ⅳの概要について理解する。
学習内容：地域における公衆栄養活動の意義について学習する。

臨地実習の事前教育　１
到達目標：地域における行政栄養士による健康づくりおよび栄養食生活の改善の基本指
針について理解する。
学習内容：行政栄養士の業務内容ついて学習する。

臨地実習の事前教育　２
到達目標：地域における栄養行政について理解する。
学習内容：保健所、保健センターの役割 などについて学習する。

臨地実習の事前教育　３
到達目標：地域における栄養行政関係法規について理解する。
学習内容：健康増進法、地域保健法,食育基本法、母子保健法などについて学習する。

臨地実習の事前教育　４
到達目標：地域における栄養行政関係法規について理解する。
学習内容：食品表示法、高齢者の医療の確保に関する法律などについて学習する。

臨地実習の事前教育　５
到達目標：地域における健康教育の概要について理解する。
学習内容：健康教育のテーマ設定、プログラム計画などについて学習する。

実習の事前教育　７

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名
臨地実習

総合演習Ⅲ 教員名 増野　弥生 時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） D308教室

授業概要

臨地実習Ⅳ（公衆栄養）を効果的に学習するために事前及び、事後教育により実習生としての心構え、態度やマ
ナーを学ぶ。公衆栄養行政の実際について、保健・医療・福祉・介護等の分野における実習施設での管理栄養士の
役割や業務内容を調べ、実際の現場ではどのような取り組みがおこなわれているのか、地域ニーズに合った栄養関
連サービスと各種社会資源などについても実習を通して学ぶ。さらに報告書にまとめ、知識と技術の統合を図る。

目的・目標

目的：公衆栄養学で学んだ内容がどの様に地域の健康・栄養改善を実践していくプロセスにつながるか一連の知識や技能を
身につけることができる。
目標：地域住民の健康の維持・増進、疾病の一次予防を達成するための公衆栄養行政について実践の現場で行われている
業務や行政栄養士の果たすべき任務と役割について学ぶ。


